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渋谷 一樹（国語教育コース） 
「知っている」ということ 
 
１．教育を考える一言 
「人は自分ではわかっていると思うことでも、案外そのことについて知らないことが多い。今
回君は『わからない』、ということがわかったんだ」 
 
２．背景 
 この言葉は、大学時代、私が大変世話になった卒業研究の指導教員の先生の言葉です。私が所
属していた卒業研究のゼミでは、卒業研究の発表は 1 人 45 分程で、初めの 5 分は発表、残りの
40 分は先生との問答という形式をとることがしばしばありました。自分が発表をした時、わかっ
ているつもりで使用していた言葉や概念も、いざそれについて説明せよと問われてもわかってい
るようでわかっていないことの方が多かったように思います。自分がわかっていると思って使っ
ていた言葉も、いざ聞かれると全くわかっていなかったのだということを実感し、落ち込んでい
たときに先生がかけてくれた言葉がこの一言であります。 
 
３．考察 
 わかっていると考えていたことでもいざそのことについて問われてみると、わからないことが
多かったという私の実感は、まさしくソクラテスの「無智の自覚」であったように思います。事
典によれば、「ソクラテスの思想の中核にあるのは、師と弟子が上下の関係に立って向かい合うの
ではなく、問題を中心にし、そのまわりで対等な形で向かい合い、共に考えていこうという訴え
である。それは、無知を自覚し、偏見（ドクサ）にとらわれぬようたえず自らを開放するという
志向と、知恵（ソフィア）を求める躍動を身を持って味わおうとするものであった。」（細谷俊夫
他 編『新教育学大事典』第 4 巻、第一法規出版、1997、p.544）とあります。 ソクラテスは、
師と弟子が上下の関係に立つという立場ではなく、ある問題に対して師弟が共に考えていこうと
いう立場に立って、対話を行っていたのです。わからないことに対して厳しく咎めるということ
ではなく、学習者と一緒になって考えていけるような教育を私はしていきたいと思っています。 
 わからないことをそのままにしておくことはあまり良いことではないかもしれませんが、「わか
らないということがわかった」という言葉は、わからないことをたくさん勉強していく大学院生
活でも私の大きな支えとなっています。 
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